
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　相談員研修を実施し、相談員のスキルアップを図る。

　相談内容が多岐にわたるため、相談員のスキルアップが必
要である。

・相談することで相談者自身が抱えている問題の原因に気づ
　き、自立に向けた準備や自分自身と向き合う機会を提供す
　るための、相談事業を行う。

　相談者からの様々な相談に対し、相談者が主体的に考え行
動に移すことができるよう、ニーズに即した傾聴・情報提供
等の対応をすることにより、問題解決の一助となった。

・電話相談：毎月第１、２、３、４(月)10:00～16:00
・面接相談
　一般相談：毎月第１、２、３、４(火)10:00～16:00
　心と生き方相談：毎月第１、２、３、４(水)10:00～16:00
　法律相談：毎月第２･３(木)13:30～15:30
　庁舎相談：毎月第１、２、３、４(金)10:00～16:00
・相談員研修（年２回）
・男性のための電話相談：奇数月の第２木曜日（年６回）

・電話相談　158件
・面接相談
　一般相談　112件
　心と生き方相談　159件
　法律相談　64件
　庁舎相談【電話・面接】　76件
・相談員研修（年２回実施）
・男性のための電話相談　19件　　相談数：計588件

継続

女性のための相談室運営事業

一部委託

01-030110-18 男女共同参画推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成16年度～

つくば市女性のための相談員設置規則

男女共同参画推進基本計画

　女性に対する暴力やセクシャル・ハラスメントなどについ
て、必要な情報を提供するとともに、女性が主体的に思考・
行動できるよう相談・支援を行い、女性が自らの悩みの原因
となる問題に気づき、自らの課題解決に向けて主体的に行動
できるようにする。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 4 2 男女共同参画社会の推進

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

162

Ⅱ 3 (1) 男女共同参画社会の推進

市民部男女共同参画室



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報酬：相談員報酬　3,080千円（10千円×308回）
　　　（電話相談2名×39回、一般相談2名×47回、心と生き方相談1名×48回、法律相談1名×24
　　　回、窓口相談１名×45回、研修会8名×2回＋3名×1回）
報償費：研修会講師謝礼　24千円（12千円×2回）
旅費：費用弁償　616千円（2千円×308日）
需用費：図書　3千円
役務費：相談専用回線電話料　96千円（8千円×12月）
委託料：業務委託料　1,931千円（心と生き方相談　1,235千円〔25,488円×24回+25,960円×24回〕、
　　　　法律相談524千円〔21,600円×12回+22,000円×12回〕、男性のための電話相談　172千円
　　　　〔28,266円×3回+28,766円×3回〕）

       8,469        8,411

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.40

        20.00         20.00

無 無

       2,894        2,873

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       5,575        5,538        5,750            0

       5,575        5,538        5,750            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　市民に広く啓発するため、講師・内容について、実行委員会で十分協議する。イベント周知のため、複数の媒体で広報
活動を展開する。

　参加者を増やすため、広報活動を早めに実施し、また、様
々な媒体を使って積極的に広報していく必要がある。

・男女共同参画社会の形成に向けた啓発事業として、市民や
　男女共同参画に関する活動等をしている団体も参加し、そ
　れぞれの活動を紹介したパネル展示や活動状況紹介を行
　う。
・参加者も交えて活発な情報交換・交流が図られるよう、誰
　もが参加しやすい交流の場を提供する。

　参加者が、目標400人であるに対し、224人であったが、ア
ンケート結果では、回答者の100％がベント全体の感想を、
「とてもよかった」、「よかった」と回答しており、参加者
の満足度は高かった。

・実行委員会３回開催
・男女共同参画会議開催日：12月１日（土）10：00～13：00
・第13回つくば市男女共同参画推進標語「愛ことば」展示・
　表彰式
・男女共同参画社会づくりに関する基調講演
・男女共同参画推進団体による活動紹介及びパネル展示（パ
　ネル展示にあわせクイズラリー）
・こどもイベント（おもしろ理科実験）
・保育

・実行委員会全３回開催（５月30日、10月３日、１月10日）
・12月１日　男女共同参画会議　開催
・第13回つくば市男女共同参画推進標語「愛ことば」表彰式
　最優秀賞「十人十色　認め合って彩る未来」
・基調講演「笑って考える男女共同参画　～男の家事が社会
　を救う！」　講師：瀬地山　角氏
・参加者数：224名

継続

男女共同参画会議開催事業

職員のみ

01-030110-18 男女共同参画推進に要する経費

       280.0

         0.0

       410.0

         0.0

       315.0

         0.0

       116.0

         0.0

       224.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成17年度～

男女共同参画推進基本計画

　男女共同参画意識の幅広い啓発と市民の交流促進を図り、
男女共同参画について理解を深める。

目標値は、会場として利用している「つくばカピオ」のキャパシティから、講演会場（350人）、子どもイ
ベント（50人）の計400人とする。

来場者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 4 2 男女共同参画社会の推進

■

■

□

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

Ⅱ 3 (1) 男女共同参画社会の推進

市民部男女共同参画室

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報償費　講師謝礼、保育謝礼、賞賜金
　120千円（司会33千円、オープニングイベント30千円、こどもイベント57千円）
　+30千円（1,000円×3時間×10名）+20千円（標語副賞10千円×1名＋2千円×5名）＝170千円
需用費　看板代、生花、弁当代、飲み物代、チラシ等印刷代
　105千円+13千円+7千円+7千円+137千円＝269千円
役務費　広告料、講師派遣手数料、手話通訳者派遣手数料、横断幕取付撤去手数料、保険料
　68千円+500千円+35千円+22千円+25千円＝650千円
使用料及び賃借料　駐車場使用料、プロジェクター使用料
　88千円（440円×200名）+3千円＝91千円

       4,317        3,878

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.40

       150.00         85.00

無 無

       3,222        3,034

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,095          844        1,180            0

       1,095          844        1,180            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　休日の開催を増やしたため、男性参加者は増加したが、一方で女性参加者が減少したとも考えられる。女性参加者が減
少した原因を把握するため、アンケートを実施する。

　セミナーによって参加者数にバラつきがあった。（最大38
名、最小５名）
　より多くの市民参加が見込めるセミナーを提供する必要が
あり、同時に広報活動の強化が必要である。

・男女の地域リーダーの育成、女性のエンパワーメント、キ
　ャリアアップ、子育てなどを目的として、毎年定期的に様
　々なセミナーを実施する。
※行政改革アクションプラン「30 男・女（ひとひと）セミ
　ナー事業」該当事業（セミナー名変更）

　土日開催を増やしたことにより、男性の参加者数は97人と
なり増加した。（男性比率31％）
　アンケートによるセミナーの満足度は「とてもよかった」
「よかった」が100％だった。（回答者：276名）

・男女共同参画社会の形成に必要な知識や技能を学ぶ場と
　して、セミナーを年間１5回程度開催する。

・女性活躍やワーク・ライフ・バランス等をテーマとして、
　計15回のセミナーを実施
　４月21日、５月14日、26日　２講座
　６月23日、７月18日、７月28日、８月５日、９月９日、
　29日、　10月25日、27日、12月15日、２月19日、３月２日
　参加者数：延べ309人（平均21人/回）

継続

男女共同参画セミナー事業

職員のみ

01-030110-18 男女共同参画推進に要する経費

       448.0

         0.0

       592.0

         0.0

       509.0

         0.0

       423.0

         0.0

       309.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成24年度～

男女共同参画推進基本計画

　男女共同参画に関する意識の向上を図り、能力や行動力を
高める。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018-2022）によるH34年度までの将来指標、男100人、女500人の計60
0人を指標とする。※行政改革アクションプラン「30 男・女（ひとひと）セミナー事業」該当指標

セミナー参加者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       400.0

         0.0

       600.0

         0.0

       600.0

         0.0

       600.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 4 2 男女共同参画社会の推進

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

Ⅱ 3 (1) 男女共同参画社会の推進

市民部男女共同参画室

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報酬　男女共同参画指導員報酬　1,200千円（100千円×12月×1人）
報償費　講師謝礼、講師謝礼（特別セミナー）、保育謝礼
　222千円（12千円×15名＋7千円×6名）+225千円（1千円×3時間×５名×15回）＝447千円
旅費　普通旅費、費用弁償
　18千円+80千円（550円×12日×12月×1人）＝98千円
需用費　消耗品、保育用消耗品、啓発用消耗品、飲み物代
　75千円+11千円+129千円+4千円（講師飲料水120円×25本×1.08）＝219千円
役務費　保険料　38千円（50円×50名×１5回）
負担金　講習会受講料　24千円

       3,562        4,817

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.40

        25.00         45.00

無 無

       2,906        2,935

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         656        1,882        2,026            0

         656        1,882        2,026            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　外部評価について、参考資料の添付やヒアリングの場を設けるなど、審議会が効率的に評価できるような方策を模索す
る。

　外部評価について、どのような形で各部署の評価ができる
か、どのように進めていくか考える必要がある。

・つくば市男女共同参画推進基本計画を策定し、計画年度中
　は施策の実施状況や実施予定等について、毎年、年次報告
　書を作成し公表する。

　施策の進捗状況等について審議を行った。審議会を通して
自課評価の基準を改定した。

６月　第１回審議会・第１回本部会議
　　　前計画の評価及び新計画の実施計画の検討
10月　第２回審議会・第２回本部会議
　　　新計画の説明

６月28日　第１回審議会　開催
　　　　　前計画の評価及び新計画の実施計画の審議
８月22日　第１回本部会議　開催
　　　　　前計画の評価及び新計画の実施計画の審議
９月26日　第２回審議会　開催
　　　　　審議会委員改選により、新計画の説明・新評価方
　　　　　法説明

継続

男女共同参画推進基本計画進行管理

職員のみ

01-030110-18 男女共同参画推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成29年度～

つくば市男女共同参画社会基本条例

男女共同参画推進基本計画

　市民と事業者、行政が協働で、より一層の男女共同参画の
推進を図り、男女共同参画社会の実現を目指す。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

■

□

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

165

市民部男女共同参画室



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報酬　男女共同参画審議会委員報酬　256円（8千円×16人×2回）
旅費　費用弁償　68千円（2千円×17人×2回）
需用費　飲み物代　6千円（120円×24本×2回×1.08）

       5,390        5,628

終了

3

4

-

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今年度で事業が終了する。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.40          0.75

       121.00         50.00

無 無

       3,149        5,418

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　R１年度からは新規事務事業名「1006　男女共同参画社会推進事業」で評価する。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,241          210          330            0

       2,241          210          330            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・つくば市男女共同参画社会基本条例第20条第１項に基づ
　き、男女共同参画社会の形成の促進を阻害すると認められ
　る事項に関する苦情その他の意見の申し出を受け付け、必
　要と認める時は是正の要望等の処理を行う。

　処理事項なし。

・男女共同参画社会の形成の促進を阻害すると認められる事
　項に関する苦情等の申し立てを受理した場合、申し立て事
　項について調査・処理を行うため、苦情等処理委員を設置
　し、処理に当たる。

・苦情等処理委員を２名配置した。苦情の申し出がなかった
　ため、処理事項はなかった。

継続

男女共同参画苦情等処理事業

職員のみ

01-030110-18 男女共同参画推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市男女共同参画社会基本条例

男女共同参画推進基本計画

　男女共同参画社会の形成の促進を阻害すると認められる事
項に関する苦情等を処理し、男女共同参画社会を実現する。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

166
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目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報酬　苦情等処理委員報酬　40千円（20千円×2人）
旅費　費用弁償　4千円（2千円×2人）

          71          353

終了

3

4

-

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今年度で事業が終了する。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.01          0.05

         0.00          0.00

無 無

          71          353

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　R１年度からは、新規事務事業名「1006　男女共同参画社会推進事業」で評価するため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0           44            0

           0            0           44            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度


